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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期
第１四半期
連結累計期間

第58期
第１四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高（千円） 4,443,465 4,290,349 22,268,992

経常損失（△）（千円） △387,888 △32,692 △1,590,032

四半期（当期）純損失（△）　（千

円）
△388,195 △58,588 △1,478,460

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△390,251 △57,895 △1,471,357

純資産額（千円） 6,215,524 5,076,523 5,134,418

総資産額（千円） 24,103,890 16,851,642 18,996,158

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△24.35 △3.68 △92.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 25.79 30.12 27.03

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第57期・第58期第１四半期連結累計期間及び第57期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

(1）業績の状況　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を背景に、新政権が推進する経済

対策及び金融政策などの効果により、株価の上昇や円安の進行など、デフレ脱却と企業業績回復への期待が高まり

つつあります。しかしながら、雇用・所得環境はそれら対策の効果が明確に見えない状況のまま推移し、今後におい

ては消費税増税の政策なども控えており、消費の先行きに対する不透明感が残る状況にあります。

建設・不動産業界におきましては、低金利を背景として各種の住宅取得促進施策が継続され、実需層の住宅取得意

欲は底堅く推移しておりますが、円安傾向に伴う建築資材の高騰や消費税増税を控えた短期的な供給量の増加も想

定されるため、今後の在庫リスクについて懸念されております。

このような状況のもと、当社グループは、本年３月に策定いたしました「新中期経営計画」の基本方針である「現

事業規模における収益の安定確保を可能とするビジネスモデルの構築」に則り、事業を推進してまいりました。

さらに、経費面につきましては、業務の効率化を行うとともに、コストの低減と販売費の効率的・効果的な使用に

努め、一般管理費の節減にも引き続き取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期の連結売上高は42億９千万円（前年同期比3.4％減）と前年同期に比べ僅かながら減少い

たしましたが、利益面では大幅に改善し、営業利益は２千７百万円（前年同期は２億７千６百万円の営業損失）、経

常損失は３千２百万円（前年同期は３億８千７百万円の経常損失）となり、四半期純損失は５千８百万円（前年同

期は３億８千８百万円の四半期純損失）の計上となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（イ）建設事業

建設事業におきましては、個人受注では、新商品「木ここち杢」を発表するとともに、本社の１階、２階の一部を、

無垢の床材による、本来、木が持つ温もりや風合いをお客様ご自身が体験できるショ－ルームに改装し、建築後の生

活をより身近に感じていただくことで、契約率の向上に繋げてまいりました。また、リフォーム受注では、本社１階

を利用して「住いのなんでも展」等各種イベントを開催するとともに、当社の住宅にお住いいただいているご入居

者に対し、ご入居後10年以内に点検・補修工事を行い、さらに10年間長期保証期間が延長される「保証延長工事」

の受注拡大に努めてまいりました。また一方の法人受注では、従来からの取引先との関係をより一層深め安定受注

を目指すとともに、新規法人への受注活動についても積極的に活動してまいりました。

この結果、建設事業の売上高は、11億９千３百万円（前年同期比2.0％増）となり、営業損失は３千７百万円（前年

同期は８千１百万円の営業損失）を計上いたしました。

（ロ）不動産事業

不動産事業におきましては、完成物件並びに新規分譲物件の早期販売を目指し、住宅購入希望者をご紹介いただけ

る提携法人企業様にお勤めの社員様向け不動産セミナーを開催するなど、積極的な営業を行うとともに、インター

ネットを活用した広告宣伝活動を展開するなど、幅広く集客活動を行ってまいりました。また、当社の主力分譲供給

エリアでは、商談の早い段階で建物の仕様や価格帯などお客様のご要望に沿った豊富な物件をご案内することで、

短期間での成約へと結びつけてまいりました。

この結果、その他賃貸収入や販売手数料等を加えました不動産事業の売上高は30億９千５百万円（前年同期比

2.8％減）となり、営業利益は１億４千７百万円（前年同期は９千１百万円の営業損失）を計上いたしました。

（ハ）その他

　その他の事業は、当社顧客に対する金銭の貸付業務等であり、売上高は１百万円（前年同期比98.6％減）とな

り、営業利益は10万円（前年同期比96.4％減）の計上となりました。　
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(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、168億５千１百万円となり、前連結会計年度末と比べて21億４千

４百万円の減少となりました。これは主に、現金預金が９億８百万円、販売用不動産等たな卸資産が合計で10億２千

万円減少したこと等によるものであります。

負債につきましては、負債総額が117億７千５百万円となり、前連結会計年度末と比べて20億８千６百万円の減少

となりました。これは主に、短期借入金、長期借入金の合計が19億４百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は、50億７千６百万円となり、前連結会計年度末と比べて５千７百万円の減少となりました。これは主に、四

半期純損失が５千８百万円計上されたこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は30.12％となりまし

た。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

特記事項はありません。

　

(5）その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,000,000

計 37,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,216,512 16,216,512

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

単元株式数100株

計 16,216,512 16,216,512 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日　
－ 16,216,512 － 6,820,590 － 570,950

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 274,300　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式  15,940,900

　
159,409 －

単元未満株式 普通株式　 　　1,312 － －

発行済株式総数 16,216,512 － －

総株主の議決権 － 159,409 －

　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱細田工務店

東京都杉並区阿佐

谷南３－35－21
274,300 － 274,300 1.69

計 － 274,300 － 274,300 1.69

 

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,104,532 1,196,143

受取手形・完成工事未収入金等 390,910 196,353

未成工事支出金 1,549,275 1,809,880

販売用不動産 6,116,731 6,372,401

仕掛販売用不動産 6,737,787 5,201,619

材料貯蔵品 21,258 20,585

その他 161,968 86,525

貸倒引当金 △646 △714

流動資産合計 17,081,817 14,882,795

固定資産

有形固定資産

土地 808,424 808,424

その他（純額） 325,095 361,576

有形固定資産合計 1,133,519 1,170,000

無形固定資産 105,888 96,590

投資その他の資産

投資有価証券 62,278 66,546

その他 613,894 636,973

貸倒引当金 △1,240 △1,264

投資その他の資産合計 674,932 702,255

固定資産合計 1,914,340 1,968,847

資産合計 18,996,158 16,851,642

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 876,118 775,332

短期借入金 6,518,437 4,755,897

未払法人税等 78,291 7,953

賞与引当金 － 37,677

完成工事補償引当金 113,132 148,882

その他 2,364,907 2,265,074

流動負債合計 9,950,886 7,990,816

固定負債

長期借入金 2,931,966 2,790,284

退職給付引当金 667,466 667,697

その他 311,421 326,320

固定負債合計 3,910,853 3,784,302

負債合計 13,861,740 11,775,118

EDINET提出書類

株式会社細田工務店(E00231)

四半期報告書

 8/16



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,820,590 6,820,590

資本剰余金 570,950 570,950

利益剰余金 △1,516,036 △1,574,624

自己株式 △90,414 △90,414

株主資本合計 5,785,089 5,726,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,714 10,407

土地再評価差額金 △660,385 △660,385

その他の包括利益累計額合計 △650,670 △649,977

純資産合計 5,134,418 5,076,523

負債純資産合計 18,996,158 16,851,642
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,443,465 4,290,349

売上原価 3,870,570 3,640,522

売上総利益 572,895 649,827

販売費及び一般管理費 849,213 621,939

営業利益又は営業損失（△） △276,318 27,887

営業外収益

受取利息 232 78

受取配当金 7,698 4,666

その他 7,137 4,087

営業外収益合計 15,068 8,833

営業外費用

支払利息 120,164 66,263

その他 6,473 3,150

営業外費用合計 126,637 69,413

経常損失（△） △387,888 △32,692

特別利益

固定資産売却益 499 －

特別利益合計 499 －

特別損失

固定資産除却損 － 393

特別弔慰金 － 14,000

特別損失合計 － 14,393

税金等調整前四半期純損失（△） △387,388 △47,086

法人税、住民税及び事業税 14,094 2,300

法人税等調整額 △13,287 9,201

法人税等合計 807 11,502

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △388,195 △58,588

四半期純損失（△） △388,195 △58,588
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △388,195 △58,588

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,055 693

その他の包括利益合計 △2,055 693

四半期包括利益 △390,251 △57,895

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △390,251 △57,895

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

 土地区画整理事業地内分譲戸建購入者の住宅ローンに対し債務保証を行っております。 

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

　 316,398千円 294,115千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 33,691千円 17,589千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当に関する事項

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　配当に関する事項

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 

　

報告セグメント
その他
　（注）１

合計
　

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）３

　建設事業　 不動産事業 計　　

売上高     　   

(1) 外部顧客に対する売上高1,170,8703,185,5464,356,41687,0484,443,465    － 4,443,465

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 3,374 3,374 － 3,374　△3,374 －

計 1,170,8703,188,9204,359,79187,0484,446,840△3,3744,443,465

セグメント利益又は損失（△） △81,439△91,474△172,9143,044△169,869
△106,448

　
△276,318

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業・美容

室の店舗運営等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△106,448千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 

　

報告セグメント
その他
　（注）１

合計
　

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）３

　建設事業　 不動産事業 計　　

売上高     　   

(1) 外部顧客に対する売上高1,193,7193,095,4064,289,1251,2234,290,349    － 4,290,349

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 285 285 － 285 　△285 －

計 1,193,7193,095,6924,289,4111,2234,290,635△2854,290,349

セグメント利益又は損失（△） △37,042147,913110,870 108 110,979△83,091　 27,887

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業であり

ます。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△83,091千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △24円35銭 △3円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △388,195 △58,588

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△）（千

円）
△388,195 △58,588

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,942 15,942

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額（△）であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月８日

株式会社細田工務店

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 青木　俊人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井尾　　稔　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社細田工務

店の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社細田工務店及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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